
 

ランス市営養老院 

焼失したジェラールビル（左）とその再建後（右） 

アルフレッド・ジェラールの航跡／シリーズ６(最終回) 

ジェラールの臨終に聞こえたもの 

◎ 養老院での 10 年間 

1904 年(明治 30)、67 歳のジェラールはランス市シ

モン通り 26 番地の市営養老院に入居した。1 階 13 号

室に自ら収集した家具を並べ、金庫には様々な金融商

品が収められていた。ジェラールは自らの財産をレモ

ア農業サークルの永続的な活動に供不するために遺言

状の作成を開始する。 

この遺言状に基づく相続執行人として、旧友のコン

スタンティン・レクレールの友人だったヴィトリー・

レ・ランスのジュリアン・シャルトンが指名され、唯

一の遺産相続人となる。

つまりジェラールの遺

言状に従ってシャルト

ンが全ての遺産の管理

と配分を行うことにな

ったのである。 

ジェラールは結局こ

の養老院で 10 年後に最期を迎えることになるが、そ

んな彼の遺志を阻むものは忍び寄る戦争の影であった。 

 

◎ 第一次世界大戦とランス 

1914 年(大正 3)６月 28 日、サラエボで起きたオー

ストリア・ハンガリー帝国の皇位継承者フェルディナ

ント皇太子とソフィー妃がセルビア青年に暗殺される

事件を発端に、緊張を増していたゲルマンとスラブの

対立に火が点いた。ドイツ帝国の後押しを受けたオー

ストリア軍はセルビア戦に突入し、セルビアを支援し

ていたロシアにドイツが宣戦布告をした。ドイツはモ

ロッコで対立関係にあったフランスとも交戦状態に入

り、イギリス、ベルギー、日本、ロシア、フランス陣

営とドイツ、オーストリア、トルコ、ブルガリア陣営

とに分かれて文字通りの第一次世界大戦が勃発する。 

ドイツはベルギーを征服し、更にフランス北東部の

リールに侵攻した。ドイツ軍はリールから北西に進軍

しフランドル地域でイギリスと激しい交戦を行うとと

もに南下し、シャンパーニュ地方にまで兵を進めた。 

このためランスは激しい戦場となった。1914 年暮

から 1915 年春にかけて空襲が続き、古都ランスは徹

底的に破壊されたのである。戦闘は 1918 年まで続き、

シャンパンを中心としたランスの産業は致命的な影響

を受けることになる。 

この時、画家としての夢破れ、志願兵としてフラン

ドルの戦線を駆け回っていた 25 歳の伝令兵がいた。

この戦闘での武勲により一級鉄十字章を受け、やがて

極右活動へと身を挺していくことになるアドルフ・ヒ

トラーそのひとであった。 

◎ ジェラールの遺言状とレモア農業サークルの理念 

ジェラールは遺言状の中でレモア農業サークルの財

団化について以下のような構想を述べている。 

ジェラールの死後 6 ヶ月以内に遺産相続人 (シャル

トン)は財産相続を包括的に行い、没後 1 年以内にレモ

ア農業サークルを法人化し、以下の主目的を達成する。

① ランス在住の農業関係者、科学者、ワイン製造業者、

首長、教師、司祭、軍人などに広く蔵書を開放するこ

と ② 「二槽式堆肥溜」の普及のためにこれを建設す

る農家に経済的支援を行うこと。 

レモア農業サークルは、堆肥溜を建設保有する最初

の 67 の農民より選抜されたメンバーで構成される運

営委員会により運営される。 

ジェラールの没後、レモア農業サークルが保有する

資産は、① ランス市シャンジー通り 15 番地のジェラ

ール宅の動産一切 (装飾、家具、農業・科学関連蔵書、

農業器具等) ② ジェラールの余剰資産の一切 ③ 日

本に保有する資産(ジェラール商会の所有権)で遺産相

続により減じた後で実現可能なもの。③については、

将来の収益の実現可能性を考慮し可能な限り所有権の

永続性を図ること。 

もしも没後 1 年以内に法人格を取得できない場合に

は、①のうち蔵書についてはフランス大使館を通じ、

東京大学農学部に寄付される。またレモア農業サーク

ルが法人化後、何らかの理由で消滅する場合には、財

団資産を東京大学、アルフレッド・ハポ・キン、ゲン

ブロー農業研究所に寄贈する。 

レモア農業サークル法人化後、サークルの会員 1 名

を 10 年に一度日本に派遣する。第一回目は 1907 年

に派遣済み。 

以上が、生前、ジェラールが夢見た法人化後のレモ

ア農業サークルの理想型であった。既にジェラールが

保有する資産を含め、その源泉を横濱のジェラール商

会に準拠していることが分かる。 

 

◎ レモア農業サークルの財団化への永い道のり 

しかし、ジェラールの最晩年に勃発した第一次大戦

の戦火はその実現に大きな障碍を課すことになった。 

1914 年 11 月 20 日夜、ジェラールの「夢の城」で

あったシャンジー通り 15 番地のビルが空襲を浴びる。

ジェラール図書館の司書をしていたフェリックス・ピ

ルトンは必

死で蔵書を

地下に運び

込もうとし

たが、激し

い爆撃のも

と、ごく一

部の重要な

蔵書を除き



 

 

 

大半の蔵書は焼失した。また、ジェラールが贅を尽く

した室内装飾、農業器具の殆ども瓦礫と化した。この

結果、損失被害額は 175,000 フラン、再建に要する費

用256,000フランが財団設立にあたって追加で必要と

なった。この建物が再建されるのは 1922 年(大正 11)、

横濱のジェラール商会から財団への配当収益で賄われ

た。また、ピルトンの努力により蔵書も 2,000 冊を数

えるまでに回復をみせた。 

レモア農業サークルの財団化の作業も平坦ではなか

った。ジェラールが他界するのは 1915 年(大正 4) 3

月だが、没後戦火はますます激しくなり、その棺です

ら市南部の墓所に仮安置されたまま終戦後の 1919 年

まで正式な埋葬が行われなかった。ジェラールの遺体

がブザンヌの墓地に安置された直後の 1919 年(大正

8) 8 月 14 日、固く扉を閉ざして戦火から遺言状を守

り抜いた金庫は漸く解錠された。 

法人化の認可が下りてレモア農業サークルの設立総

会が開催されたのは、ジェラールの没後 7 年を経過し

た 1922 年(大正 11)3 月 25 日、公示を経て活動を開始

したのは、没後 16 年後となる 1931 年(昭和 6)10 月の

ことであった。 

 

◎ ジェラールの夢のあと 

ジェラールが晩年の情熱を傾けた二槽式堆肥溜は

1930 年代の堆肥丌足によって急速に普及し農業雑誌

等で紹介されるようになった。がその後、家畜の減少

と化学肥料の登場により堆肥に対する需要・供給は低

下し、現在では、そのごく一部が埋め立てられて農家

の中庭の花壇となって残るばかりとなっている。 

これに伴い、レモア農業サークルの活動も第二次大

戦後一時休眠状態であったが、1976 年(昭和 51)に現

在の農業会館に移転してから、約 2,000 冊の蔵書を一

般に開放するとともに、現代的な農業課題に装いを改

めたテーマに関するセミナーなどを開催している。 

一方、ジェラールの没後所有権が実質的にレモア農

業サークルに移転した横濱のジェラール商会はどうな

っただろうか。上水供給事業は、パーマーが明治 20

年(1887)に横濱近代水道を整備すると急速にその役

割を減じ明治 22 年(1889)頃には事業を中止したよう

である。また、フランス瓦・煉瓦製造は、ドゥヴェー

ズによる合理的経営で勢いを盛り返したものの、1890

年頃から日本資本による廉価な瓦・煉瓦の大量生産時

代が始まり、明治 41 年(1908)にはジェラール自身が

遺言状の付属書にその経営悪化の危惧を綴っている。 

大正 12 年(1923)の関東大震災による工場の倒壊に

より事業の継続を断念し、レモア農業サークルは保有

資産の売却に動き出す。昭和 2 年(1927)、保有資産の

中心のブラフ 77 番地を中心とする土地の永代借地権

ならびに貯水施設が横濱市に売却されるが、山下町の

土地については戦後曖昧なままに転売されてしまった。 

ジェラールがランス市に寄贈した日本コレクション

の辿った運命は本稿シリーズ２に見た通りである。 

 

◎ ジェラールの臨終に聞こえたもの 

最後に、1914 年に時計を戻そう。1914 年 11 月 20

日夜の空襲は、ジェラールのビルを倒壊させただけで

なくジェラールの住むシモン通りの養老院をも襲った。

「哀れなジェラール氏が晩年に見失ったものは、感情

ではなく現実であった。養老院は 6～8 個の爆弾を被

弾し、2,000 もある窓ガラスは突然、瞬時にして壊れ

去った。」と、図書館の司書、フェリックス・ピルトン

は記している。 

そして、1915 年 1 月 9 日事態は更に悪化する。「哀

れなジェラール氏は、戦火を被ることもなく、またこ

れに気づくこともなく(と信じたいが)、臨時病棟と化

した養老院の地下室で、外気も灯りもない小部屋の混

乱に押し込まれた老人たちが心臓麻痺の兆候を見せる

なかで、意識を失っていったのであった。」 

おそらく老衰に加え空襲に著しい衝撃を受けたジェ

ラールは意識の戻らぬまま、3 月 19 日にひっそりと

息を引取ったのだろう。あと 4 日で 78 歳の誕生日を

迎える目前であった。 

 

◎ 日本語の刻まれたもうひとつの墓 

本稿シリーズ５で触れたように、ブザンヌにあるジ

ェラールの墓前には大きな石の鳥居が立ち、その墓石

には、「文久三亥年八月九日横濱入来 明治十一年七月

一日横浜出立 アルフレド ジ ラ ル」という日本

語が刻まれている。これは帰仏後にジェラール商会に

指示して彫らせて送らせたものであろうが、実はラヴ

ァンヌにもうひとつ日本語の刻まれた墓石がある。 

ジェラールは遺言状の中で多くの遠戚や親しかった

友人に相続を施している。中には病弱な名付け子の治

療費として相続を行ったものさえある。常軌を逸する

とも思えるほどのジェラールの博愛主義を知る意味で

この墓石を紹介しよう。 

墓の主はキャサリン・コンティア。15 歳で母の実家

ランバート・シェリュイに奉公に入り、79 年務めあげ

て、最後はピエール・シェリュイに仕えて 94 歳の生

涯を閉じた。日本語の刻まれ

たこの貴重な墓の主は、…ジ

ェラールの最愛の母、ではな

かったのだ。 （完） 
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